
西
尾
市
立
図
書
館
の
催
し

●
ク
リ
ス
マ
ス
会

対
象
　
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん

日
時
　
　
月
１
日
松
　
午
後
２
時

１２

～
３
時

内
容
　
人
形
劇
団
グ
レ
ー
プ
と
鶴

城
中
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
ズ
に

よ
る
人
形
劇
や
歌
、
紙
芝
居
な

ど
そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

●
と
し
ょ
か
ん
科
楽
ク
ラ
ブ

対
象
　
小
学
１
～
３
年
生

日
時
　
　
月
　
日
松
、
　
年
１
月

１２

１５

２５

　
日
松
　
全
２
回
　
午
前
　
時

１９

１０

～
　
時
１１

内
容
　
科
学
実
験
、
工
作
、
科
学

の
本
紹
介

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

３０

材
料
費
　
１
０
０
円

講
師
　
科
楽
寺
子
屋
　
鈴
木
康
三

氏
申
込
方
法
　
　
月
１
日
松
か
ら
直

１２

接
ま
た
は
電
話
で
西
尾
市
立
図

書
館
へ
。

●
科
学
で
あ
そ
ぼ
う
！
　
お
も
し

ろ
科
学
実
験
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

対
象
　
小
学
４
～
６
年
生

日
時
　
①
　
月
　
日
松
　
②
　
年

１２

１５

２５

１
月
　
日
松
　
③
３
月
　
日
松

１９

１６

午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

　
※
各
回
ご
と
に
参
加
で
き
ま
す
。

内
容
　
簡
単
な
科
学
実
験
、
工
作
、

科
学
の
本
紹
介

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

３０

材
料
費
　
各
回
１
０
０
円

講
師
　
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
リ
ー
ダ
ー

赤
堀
隆
氏
、
愛
知
淑
徳
大
学
教

授
　
佐
藤
成
哉
氏
、
ア
ナ
ロ
グ

お
も
ち
ゃ
屋
さ
ん
　
見
神
元
義

氏
ほ
か

申
込
方
法
　
　
月
１
日
松
か
ら
直

１２

接
ま
た
は
電
話
で
西
尾
市
立
図

書
館
へ
。

問
合
先
　
西
尾
市
立
図
書
館
（
緯

　
・
６
２
０
０
）

５６
し
か
け
絵
本
を
作
ろ
う

　
い
ろ
い
ろ
な
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
カ

ー
ド
を
組
み
合
わ
せ
て
仕
掛
け
絵

本
を
作
り
ま
す
。

日
時
　
　
月
５
日
昌
　
午
後
１
時

１２

　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

場
所
　
一
色
学
び
の
館

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

１５

参
加
料
　
無
料

講
師
　
嵐
田
康
平
氏

申
込
・
問
合
先
　
　
月
　
日
昇
か

１１

２０

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
一
色
学

び
の
館
（
緯
　
・
３
８
８
０
）へ
。

７２

図
書
館
文
学
講
座
「
日
本
の
マ
ザ

ー
テ
レ
サ
颯
田
本
真
尼
を
知
る
」

　
生
涯
に
わ
た
っ
て
念
仏
を
伝
え

る
こ
と
に
尽
力
し
、
地
震
や
津
波

な
ど
の
天
災
に
遭
っ
た
人
た
ち
に

物
資
を
送
る
な
ど
慈
愛
と
信
念
に

生
き
た
女
性
「
颯
田
本
真
尼
」
を

紹
介
し
ま
す
。
大
人
か
ら
子
ど
も

ま
で
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時
　
　
月
１
日
松
　
午
後
１
時

１２

　
分
～
３
時

３０
場
所
　
吉
良
図
書
館

出
演
　
▼
講
師
…
颯
田
洪
氏
、
▼

語
り
…
石
川
あ
き
子
氏

定
員
　
　
人
３０

参
加
料
　
無
料

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問
合
先
　
吉
良
図
書
館
（
緯
　
・
３２

３
４
０
０
）

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
を
作
ろ
う

　
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
に
ぴ
っ
た

り
な
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
を
作

り
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
昌
　
午
前
　
時

１２

１２

１０

～
　
時
　
分

１１

３０

場
所
　
幡
豆
図
書
館

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

１５

参
加
料
　
１
０
０
円

申
込
・
問
合
先
　
　
月
　
日
昇
か

１１

２０

ら
参
加
料
を
持
参
の
上
、
直
接

幡
豆
図
書
館
（
緯
　
・
６
５
８

６２

８
）
へ
。

そ
の
他
　
　
月
１
日
松
か
ら
　
日

１２

２５

昇
ま
で
「
し
か
け
絵
本
展
」
を

開
催
し
ま
す
。

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里

正
月
飾
り
を
つ
く
ろ
う

　
孟
宗
竹
を
使
い
正
月
用
の
花
器

を
作
り
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午
前
９
時

１２

１６

～
　
時
　
分

１１

３０

場
所
　
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

（
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
内
）

定
員
　
　
人
２０

費
用
　
１
０
０
円
（
材
料
費
）

講
師
　
岡
田
要
氏

持
ち
物
な
ど
　
軍
手
、
の
こ
ぎ
り
、

小
刀
、
作
業
の
で
き
る
服
装

申
込
・
問
合
先
　
　
月
２
日
掌
か

１２

ら
電
話
で
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
（
緯
　
・
０
２
６
６
）
へ
。

５２

た
だ
し
、
月
曜
日
を
除
く
。

そ
の
他
　
小
学
生
以
下
の
お
子
さ

ん
が
参
加
す
る
場
合
は
保
護
者

同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

父
親
セ
ミ
ナ
ー

「
子
育
て
で
豊
か
な
人
生
を
」

　
家
庭
は
全

て
の
教
育
の

原
点
で
す
。

家
庭
に
お
け

る
親
の
姿
勢

は
子
ど
も
の

成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

父
親
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
、
子

育
て
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
父
親
が
積
極
的
に
子
育
て
に

参
加
す
る
こ
と
で
、
楽
し
い
家
庭

を
つ
く
り
豊
か
な
人
生
を
歩
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

子
育
て
中
の
保
護
者

日
時
　
　
月
　
日
昇
　
午
後
２
時

１１

２７

場
所
　
吉
良
町
公
民
館

定
員
　
　
人
９０

参
加
料
　
無
料

講
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ

ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
　
榊
原
輝
重
氏

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

た
だ
し
、
定
員
に
達
し
た
場
合

は
入
場
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

担
当
（
緯
　
・
３
５
１
５
／
働

５５

く
婦
人
の
家
内
）

広広報報平成２４年１１月１６日号 ８８

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里

正
月
飾
り
を
つ
く
ろ
う

西
尾
市
立
図
書
館
の
催
し

図
書
館
文
学
講
座「
日
本
の
マ
ザ

ー
テ
レ
サ
 颯
  田
  本
  真
  尼
 を
知
る
」

さ
っ
 
た
 
ほ
ん
 し
ん
 に

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
を
作
ろ
う

大
人
の
た
め
の
図
書
館
講
座

父
親
セ
ミ
ナ
ー
「
子
育
て

で
豊
か
な
人
生
を
」



緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

歴
史
講
演
会
「
実
録
水
戸
黄
門
と

御
三
家
水
戸
藩
」

　
歴
史
と
文
化
を
礎
と
し
た
旧
家

で
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
西
尾
の
歴

史
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
　
月
２
日
掌
　
午
後
１
時

１２

　
分
開
場
、
２
時
開
演

３０
場
所
　
尚
古
荘
（
歴
史
公
園
内
）

定
員
　
　
人
程
度

４０

入
場
料
　
５
０
０
円

講
師
　
作
家
　
天
野
春
夢
氏

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問
合
先
　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
緯
　
・
３
２
１
６
／
総

５７

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

お
茶
の
お
い
し
い
淹
れ
か
た

抹
茶
の
点
て
か
た

　
茶
葉
の
量
や
お
湯
の
温
度
な
ど

の
基
本
か
ら
、
お
茶
の
入
れ
方
を

楽
し
く
学
び
ま
す
。

日
時
　
①
　
月
４
日
昇
　
②
　
月

１２

１２

　
日
昇
　
午
後
１
時
　
分

１１

３０

場
所
　
旧
近
衛
邸
（
歴
史
公
園
内
）

講
師
　
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
　
稲
垣
啓
氏

定
員
　
各
　
人
（
先
着
順
）

１０

参
加
料
　
１
０
０
０
円

申
込
・
問
合
先
　
　
月
　
日
昌
ま

１１

２８

で
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
緯
　５７

・
３
２
１
６
／
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）
へ
。

第
　
回
諸
流
総
合
い
け
花
展

４１
日
時
　
　
月
１
日
松
・
２
日
掌
　

１２

午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

場
所
　
文
化
会
館

出
瓶
流
派
　
石
田
流
、
専
正
池
坊
、

頼
成
会
、
彩
生
会
、
家
元
華
月

流
、
池
坊
、
真
生
流

入
場
料
　
無
料

●
呈
茶
席

日
時
　
　
月
１
日
松
　
午
前
　
時

１２

１０

～
午
後
３
時
　
分
、
２
日
掌
　

３０

午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

呈
茶
券
　
前
売
り
＝
３
０
０
円
、

当
日
＝
４
０
０
円

　
※
前
売
り
呈
茶
券
は
文
化
協
会

事
務
局
で
販
売
中
。

問
合
先
　
西
尾
文
化
協
会
（
緯
　５６

・
５
７
５
７
／
文
化
会
館
内
）

体
に
や
さ
し
い
家
庭
料
理
教
室
　

　
地
元
の
野
菜
を
使
い
、
カ
ロ
リ

ー
を
抑
え
た
体
に
や
さ
し
い
料
理

を
作
り
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
方

日
時
　
　
月
７
日
晶
　
午
前
　
時

１２

１０

～
午
後
１
時
　

場
所
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

参
加
料
　
５
０
０
円
　

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
拭
き
タ
オ
ル

実
施
団
体
　
西
尾
市
食
生
活
改
善

ク
ラ
ブ
　

申
込
・
問
合
先
　
　
月
　
日
捷
午

１１

２６

前
９
時
か
ら
電
話
で
西
尾
市
保

健
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
０
６
６

５７

１
）
へ
。

親
子
お
せ
ち
料
理
教
室

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ

の
親
　

日
時
　
　
月
　
日
昇
　
午
前
　
時

１２

２５

１０

～
正
午

場
所
　
吉
良
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
　
　
組
（
先
着
順
）

１０

参
加
料
　
８
０
０
円

講
師
　
吉
田
小
学
校
教
諭
　
鳥
居

弘
巳
氏
、
荻
原
小
学
校
教
諭
　

稲
垣
由
紀
子
氏
　
　

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
布
巾
、
持

ち
帰
り
用
容
器

実
施
団
体
　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
　
地
産
地
消
ク
ッ
キ
ン

グ
ク
ラ
ブ

申
込
・
問
合
先
　
　
月
　
日
昌
か

１１

２１

ら
、
電
話
で
吉
良
保
健
セ
ン
タ

ー
（
緯
　
・
３
０
０
１
）
へ
。

３２

天
体
観
望
会

　
太
陽
の
黒
点
や
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
、

月
、
木
星
、
天
王
星
、
星
団
、
二

重
星
な
ど
が
観
察
で
き
ま
す
。

日
時
と
内
容
　
　
月
１
日
松
・
　

１２

１５

日
松
　
▼
太
陽
観
望
会
…
午
後

１
時
～
３
時
　
▼
夜
間
観
望
会

…
午
後
６
時
　
分
～
８
時
　
分

３０

３０

参
加
料
　
無
料

そ
の
他
　
①
夜
間
観
望
会
に
中
学

生
以
下
の
お
子
さ
ん
が
参
加
す

る
場
合
は
保
護
者
同
伴
で
お
越

し
く
だ
さ
い
　
②
悪
天
候
の
場

合
は
中
止
し
ま
す
。
曇
天
な
ど
、

不
明
な
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

場
所
・
問
合
先
　
寺
津
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
１
１
７
７
）

５８

ミ
ニ
門
松
作
り

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
３
～
６

年
生
と
そ
の
保
護
者

日
時
　
　
月
　
日
抄
　
午
後
２
時

１２

２３

～
４
時

場
所
　
福
地
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

定
員
　
　
組
（
先
着
順
）

２０

参
加
料
　
１
人
１
０
０
０
円

申
込
期
間
　
　
月
　
日
松
～
　
月

１１

２４

１２

２
日
掌
。
た
だ
し
、
月
曜
日
を

除
く
。

申
込
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え

て
直
接
総
合
体
育
館
へ
。
申
込

書
は
同
体
育
館
に
用
意
。

主
催
　
西
尾
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会

問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
施
設
担
当

（
緯
　
・
０
０
０
２
／
総
合
体

５４

育
館
内
）

９ 平成２４年１１月１６日号広報

▼開館時間…午前９時～午後５時　

▼休館日…月曜日。月曜日が祝日の

場合は火曜日も休館　 ▼入場料…無

料　 ▼申込方法…利用する週の月の

６か月前の月始めから直接岩瀬文庫

へ。先着順。電話での申し込み不可。

▼その他…上記の内容は出展者の都

合により変更する場合があります。

期   間 ・ イ   ベ   ン   ト   名

１１月２０日昇正午～２５日掌午後３時…
服部水墨画若葉会習作展

１１月２７日昇午後１時～１２月２日掌午
後４時…グループ三彩水彩画作品展

１２月４日昇正午～１６日掌午後３時…
三和小学校アーティストインスクー
ル作品展「黒陶を作るよ」

問合先　文化振興課庶務担当
（緯５６・６６６０／岩瀬文庫内）

天
体
観
望
会

歴
史
講
演
会
「
実
録
水
戸

黄
門
と
御
三
家
水
戸
藩
」

第
　
回
諸
流
総
合
い
け
花
展

４１

体
に
や
さ
し
い
家
庭
料
理
教
室

ミ
ニ
門
松
作
り

親
子
お
せ
ち
料
理
教
室

お
茶
の
お
い
し
い
淹
れ
か
た

抹
茶
の
点
て
か
た



福
祉

福
祉

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

い
っ
し
き
育
児
講
座

対
象
　
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者

日
時
　
　
月
　
日
昌
　
午
前
　
時

１２

１９

１０

～
　
時
１１

場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
い

っ
し
き

内
容
　
一
色
お
話
会
に
よ
る
人
形

劇
定
員
　
　
組
（
先
着
順
）

３０

参
加
料
　
無
料

申
込
・
問
合
先
　
　
月
　
日
昌
午

１１

２８

前
９
時
　
分
か
ら
直
接
子
育
て

３０

支
援
セ
ン
タ
ー
い
っ
し
き
（
緯

　
・
７
２
７
８
）
へ
。
た
だ
し
、

７２土
・
日
曜
日
を
除
く
。
電
話
で

の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

認
知
症
介
護
家
族
交
流
会

　
同
じ
介
護
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ

分
か
る
悩
み
を
一
緒
に
話
し
合
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
認
知
症
の
方
を
介
護
し
て

い
る
家
族

日
時
　
　
月
　
日
昌
　
午
前
　
時

１１

２８

１１

～
午
後
２
時
　
分
３０

場
所
　
市
役
所
　
会
議
室
（
４
階
）

４１

内
容
　
春
日
井
市
の
介
護
家
族
と

の
交
流
会

費
用
　
１
２
０
０
円
（
昼
食
代
な

ど
）

申
込
・
問
合
先
　
　
月
　
日
捷
ま

１１

２６

で
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
長
寿

課
地
域
支
援
事
業
担
当
（
緯
　６５

・
２
１
２
０
）
へ
。

保
健

保
健

パ
パ
マ
マ
教
室

　
夫
婦
で
一
緒
に
学
び
、
赤
ち
ゃ

ん
を
迎
え
る
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
　
出
産
予
定
日
が
　
年
１
月

２５

中
旬
か
ら
５
月
中
旬
ま
で
の
妊

婦
と
そ
の
夫

日
時
　
▼
西
尾
会
場
…
　
月
　
日

１２

１５

松
　
午
前
９
時
　
分
～
　
時
　

３０

１１

３０

分
　
▼
吉
良
会
場
…
　
月
　
日

１２

１６

掌
　
午
前
９
時
　
分
～
正
午

３０

　
※
午
前
９
時
　
分
か
ら
受
け
付

１５

け
。

内
容
　
妊
娠
中
の
生
活
・
育
児
の

話
、
も
く
浴
実
習
、
赤
ち
ゃ
ん

の
世
話
、
ビ
デ
オ
鑑
賞
（
西
尾

会
場
の
み
）
、

妊
婦
体
験
（
吉

良
会
場
の
み
）

定
員
　
各
会
場
　２４

組
（
先
着
順
）

　
※
ど
ち
ら
か
１
会
場
の
み
。

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
込
方
法
　
　
月
　
日
昌
か
ら
電

１１

２８

話
で
希
望
す
る
会
場
へ
。

申
込
・
問
合
先

　
▼
西
尾
会
場
…
西
尾
市
保
健
セ

ン
タ
ー
（
緯
　
・
０
６
６
１
）

５７

　
▼
吉
良
会
場
…
吉
良
保
健
セ
ン

タ
ー
（
緯
　
・
３
０
０
１
）

３２

ぼ
し
ゅ
う

ぼ
し
ゅ
う

　
年
度
保
育
園
・
幼
稚
園
の

２５臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

●
ク
ラ
ス
担
任

応
募
資
格
　
保
育
士
資
格
ま
た
は

幼
稚
園
教
諭
資
格
を
有
す
る
方

や
取
得
見
込
み
の
方

募
集
人
員
　
　
人
程
度

１０

賃
金
　
月
額
　
万
６
８
０
０
円

２０

　
※
通
勤
費
は
月
額
４
４
０
０
円

支
給
。

勤
務
時
間
　
月
～
金
曜
日

　
▼
保
育
園
ク
ラ
ス
担
任
…
午
前

８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

　
　
※
早
番
、
土
曜
日
勤
務
あ
り
。

　
▼
幼
稚
園
ク
ラ
ス
担
任
…
午
前

８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

　
　
※
早
番
勤
務
あ
り
。

●
延
長
保
育
業
務
　
　

応
募
資
格
　
保
育
士
ま
た
は
幼
稚

園
教
諭
、
養
護
教
諭
、
教
諭
、

看
護
師
、
保
健
師
の
資
格
を
有

す
る
方
や
取
得
見
込
み
の
方

募
集
人
員
　
　
人
程
度

１０

勤
務
時
間
　
月
～
金
曜
日
　
午
後

３
時
　
分
～
６
時
　
分

３０

３０

　
※
一
部
勤
務
時
間
の
延
長
や
土

曜
日
勤
務
あ
り
。

賃
金
　
時
給
１
０
７
０
円

　
※
通
勤
費
は
日
額
２
０
０
円
支

給
。

●
休
日
保
育
業
務

応
募
資
格
　
保
育
士
資
格
を
有
す

る
方

募
集
人
員
　
３
人
程
度

勤
務
時
間
　
日
曜
日
、
祝
日
　
午

前
７
時
　
分
～
午
後
１
時
ま
た

３０

は
午
後
０
時
　
分
～
６
時
　
分

３０

３０

賃
金
　
時
給
１
４
４
５
円

　
※
通
勤
費
は
日
額
２
０
０
円
支

給
。

◆
共
通
事
項

勤
務
場
所
　
市
内
の
公
立
保
育
園
、

公
立
幼
稚
園

採
用
予
定
日
　
　
年
４
月
１
日

２５

選
考
方
法
　
面
接

面
接
日
　
　
月
　
日
昭

１２

２０

面
接
場
所
　
市
役
所

提
出
書
類
（
各
１
通
）
　
履
歴
書
、

資
格
証
明
書
（
保
育
士
証
、
幼

稚
園
教
諭
免
許
状
な
ど
）
の
写

し
ま
た
は
資
格
取
得
見
込
み
証

明
書
、
健
康
診
断
書

　
※
提
出
書
類
は
お
返
し
し
ま
せ

ん
。

申
込
・
問
合
先
　
　
月
３
日
捷
～

１２

　
日
捷
に
提
出
書
類
を
持
参
の

１０上
、
直
接
子
ど
も
課
指
導
担
当

（
緯
　
・
２
１
１
２
）
へ
。

６５

そ
の
他
　
賃
金
は
制
度
改
正
に
よ

り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

広広報報平成２４年１１月１６日号 １１００

　
年
度
保
育
園
・
幼
稚
園
の

２５臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

パ
パ
マ
マ
教
室

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

い
っ
し
き
育
児
講
座

認
知
症
介
護
家
族
交
流
会

▼対象／高校受験を控えている方の保護者

▼日時／①１２月５日昌午後４時～６時　②

１２月１９日昌午後４時～６時 ▼その他／事前

申し込みは不要。 ▼場所・問合先／自衛隊

岡崎出張所（緯０５６４・２１・７３０３／岡崎市朝

日町）

　自動車事故対策機構では、被害者援護の

増進を目的として、次の業務を行っていま

す。①中学校卒業までの交通遺児への育成

資金の貸し付け（無利子）　②自動車事故

による重度後遺障害者を抱える家庭への介

護料の支給 ▼問合先／自動車事故対策機構

名古屋主管支所（緯 ０ ５ ２ ・ ５ ７ １ ・１５３７）

自動車事故被害者の方自動車事故被害者の方へへ

その他

募集

自衛自衛隊隊「高等工科学校生徒「高等工科学校生徒」」進路説明会進路説明会

情情 報報 通通 信信



緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

そ
の
他

そ
の
他

下
水
道
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

●
下
水
道
へ
の
接
続
は
お
済
み
で

す
か

　
下
水
道
を
使
え
る
区
域
に
お
住

ま
い
の
家
庭
や
事
業
所
な
ど
の
し

尿
や
生
活
雑
排
水
は
、
供
用
開
始

後
速
や
か
に
下
水
道
に
接
続
し
て

く
だ
さ
い
。
く
み
取
り
ト
イ
レ
の

家
庭
は
、
供
用
開
始
か
ら
３
年
以

内
に
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
て
く

だ
さ
い
。
工
事
の
依
頼
は
、
市
排

水
設
備
指
定
工
事
店
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
水
洗
ト
イ
レ
へ
の
改
造
や
排
水

設
備
の
設
置
に
必
要
な
費
用
を
、

無
利
子
で
借
り
ら
れ
る
水
洗
便
所

改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
お
よ
び

利
子
補
給
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
下
水
道
管
理
課
普
及
促

進
担
当
（
緯
　
・
２
１
９
１
／

６５

水
道
庁
舎
内
）

●
下
水
道
を
正
し
く
ご
利
用
く
だ

さ
い

①
下
水
道
管
の
詰
ま
り
の
原
因
と

な
る
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以

外
の
紙
や
紙
お
む
つ
、
布
類
、

た
ば
こ
、
ガ
ム
、
残
飯
、
野
菜

く
ず
、
て
ん
ぷ
ら
油
、
ビ
ニ
ー

ル
片
な
ど
を
流
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

②
下
水
道
管
の
詰
ま
り
を
予
防
す

る
た
め
、
食
器
は
キ
ッ
チ
ン
ペ

ー
パ
ー
な
ど
で
汚
れ
を
拭
い
て

か
ら
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
下
水
道
管
の
破
損
の
原
因
と
な

る
可
燃
性
燃
料
や
高
濃
度
医
薬

品
、
強
酸
性
・
強
ア
ル
カ
リ
性

物
質
な
ど
を
流
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

④
飲
食
店
や
事
業
所
な
ど
に
設
置

し
た
阻
集
器
の
定
期
的
な
清
掃

を
行
い
、
維
持
管
理
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

　
※
排
水
管
が
詰
ま
り
水
が
流
れ

な
い
な
ど
、
困
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
市
排
水
設
備

指
定
工
事
店
ま
た
は
下
水
道

管
理
課
維
持
担
当
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
下
水
道
管
理
課
維
持
担

当
（
緯
　
・
２
１
９
０
／
水
道

６５

庁
舎
内
）

人
権
デ
ー
と
人
権
週
間

　
　
月
　
日
は
、
世
界
人
権
宣
言

１２

１０

の
採
択
の
日
を
記
念
す
る
「
人
権

デ
ー
」
で
す
。
ま
た
、
毎
年
　
月
１２

４
日
か
ら
　
日
ま
で
を
人
権
週
間

１０

と
定
め
、
法
務
局
と
人
権
擁
護
委

員
と
が
協
力
し
て
広
く
国
民
の
皆

さ
ん
に
人
権
尊
重
の
大
切
さ
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　
「
人
権
」
と
は
「
人
間
が
人
間

ら
し
く
生
き
る
権
利
で
、
生
ま
れ

な
が
ら
に
持
つ
権
利
」
で
あ
り
、

決
し
て
難
し
い
も
の
で
は
な
く
、

誰
で
も
心
で
理
解
し
、
感
じ
る
こ

と
の
で
き
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、

現
実
の
社
会
で
は
、
障
害
者
や
外

国
人
に
対
す
る
差
別
、
学
校
や
職

場
で
の
い
じ
め
、
障
害
者
や
子
ど

も
へ
の
虐
待
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
悪
用
し
た
中
傷
な
ど
多
く
の
人

権
問
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
互

い
に
相
手
を
思
い
や
り
、
自
分
の

人
権
も
相
手
の
人
権
も
大
切
に
守

り
な
が
ら
、
共
に
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
社
会
づ
く
り
の
た
め
、
一
緒
に

人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ

う
。

●
人
権
擁
護
委
員

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
、
問

題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、

法
務
局
の
職
員
と
協
力
し
て
人
権

侵
害
に
よ
る
被
害
者
の
救
済
を
し

た
り
、
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
も

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
人
権
相
談

　
市
と
法
務
局
で
は
定
期
的
に
人

権
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
い
じ

め
、
差
別
、
虐
待
、
セ
ク
ハ
ラ
、

Ｄ
Ｖ
、
そ
の
他
人
権
に
関
わ
る
問

題
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
相
談
に
関
す
る

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
　
月
の
人
権
相
談
】

１２
　
　
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３０
【
佐
久
島
特
設
相
談
所
】

日
時
　
　
月
　
日
昭
　
午
前
　
時

１１

２９

１０

　
分
～
正
午

３０
場
所
　
佐
久
島
開
発
総
合
セ
ン
タ

ー
問
合
先
　
市
民
課
窓
口
担
当
（
緯

　
・
２
１
０
１
）

６５
善
明
市
民
運
動
広
場
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
改
修
工
事
の
お
知
ら
せ

　
改
修
工

事
の
た
め

善
明
市
民

運
動
広
場

テ
ニ
ス
コ

ー
ト
が
使

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

期
間
　
　
年
２
月
１
日
晶
～
３
月

２５

　
日
掌

３１
そ
の
他
　
野
球
場
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
は
利

用
で
き
ま
す
。

問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
施
設
担
当

（
緯
　
・
０
０
０
２
／
総
合
体

５４

育
館
内
）

１１ 平成２４年１１月１６日号広報

人
権
デ
ー
と
人
権
週
間

善
明
市
民
運
動
広
場
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
改
修
工
事
の
お
知
ら
せ

下
水
道
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　市では、財源確保と地域経済の活性化

などを進めるため、固定資産税・都市計

画税課税明細書（２５年度用）の郵送用封

筒の有料広告主を募集します。

募集期間　１１月１９日捷～１２月２７日昭

募集枠数　２枠

広告の規格　縦５尺×横９尺、封筒の裏

面に単色刷

広告料　１枠＝７１，０００円（消費税込み）

広告封筒の発送予定日　２５年４月

発送対象者　２５年１月１日現在、市の固

定資産税課税台帳に登載されている納

税義務者（約７１，０００通）

申込・問合先　提出書類を直接または郵

送で税務課土地担当（〒 ４ ４ ５ ―８５０１住

所不要／緯６５・２１２６）へ。

その他　①事前に募集要項や広告申込の

手引きで詳細を確認してください　②

広告の内容や事業の種類によっては掲

載できない場合があります　③申込書

と募集要項、広告申込の手引きは税務

課に用意。市ホームページからもダウ

ンロードできます。

郵送用封筒の広告主を募集

広告枠 広告枠

▲裏面

▼表面



危
険
物
の
取
扱
作
業
の
保
安
に
関

す
る
講
習
・
試
験

●
危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習

会
講
習
日
　
　
年
１
月
　
日
昭

２５

１０

場
所
　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
棟

定
員
　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限
　
　
月
　
日
昭
（
必
着
）

１２

２７

申
込
先
　
鋤
愛
知
県
危
険
物
安
全

協
会
連
合
会

●
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
　
年
度

２４

第
７
回
）

試
験
日
　
　
年
１
月
　
日
掌
　

２５

２７

場
所
　
名
城
大
学
天
白
キ
ャ
ン
パ

ス
（
名
古
屋
市
天
白
区
）

試
験
の
種
類
　
甲
種
、
乙
種
全
類
、

丙
種

申
込
期
間
　
　
月
　
日
捷
～
　
日

１２

１０

１９

昌
申
込
先
　
除
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
愛
知
県
支
部

●
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
（
　２４

年
度
第
３
回
）

対
象
　
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交

付
を
受
け
て
い
て
、
現
在
危
険

物
製
造
所
な
ど
で
そ
の
取
り
扱

い
作
業
に
従
事
し
て
い
る
方

日
時
　
　
年
１
月
　
日
昭
　

２５

３１

　
▼
一
般
…
午
前
　

　
▼
給
油
取
扱
所
…
午
後

場
所
　
ウ
ィ
ル
あ
い
ち
（
名
古
屋

市
東
区
）

申
込
期
限
　
　
年
１
月
　
日
昭

２５

１０

申
込
先
　
鋤
愛
知
県
危
険
物
安
全

協
会
連
合
会

そ
の
他
　
そ
の
他
の
日
時
・
場
所

も
あ
り
ま
す
。

◆
共
通
事
項

申
込
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
郵
送
で
各
団
体

へ
。
申
込
書
は
市
消
防
本
部
に

用
意
。

送
付
先
　
〒
　
ー
０
０
１
１
名
古

４６１

屋
市
東
区
白
壁
１
ー
　５０

　
※
各
団
体
共
通
。

そ
の
他
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

申
し
込
み
も
で
き
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
各
団
体
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
市
消
防
本
部
予
防
課
危

険
物
担
当
（
緯
　
・
２
１
１
０
）

５６

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
相
談
会

　
６
月
に
開
催
し
た
創
業
支
援
セ

ミ
ナ
ー
に
続
き
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
と
し
て
個
別
の
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
創
業
資
金
に
関
す

る
こ
と
や
創
業
計
画
の
作
り
方
・

進
め
方
な
ど
、
創
業
に
関
す
る
悩

み
ご
と
を
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ

い
。

対
象
　
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
し
た
方
や
創
業
に
興
味
が
あ

る
方

日
時
　
　
月
５
日
昌
　
午
前
　
時

１２

１０

～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

場
所
　
市
役
所
　
会
議
室
（
３
階
）

３１

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

参
加
料
　
無
料

主
催
　
西
尾
市
、
西
尾
商
工
会
議

所
、
一
色
町
商
工
会
、
西
尾
み

な
み
商
工
会

共
催
　
愛
知
県
信
用
保
証
協
会

申
込
・
問
合
先
　
　
月
　
日
昇
か

１１

２０

ら
直
接
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ク

ス
で
商
工
観
光
課
商
工
観
光
担

当
（
緯
　
・
２
１
６
８
／
胃
　

６５

５７

・
１
３
２
１
）
へ
。

そ
の
他
　
定
員
に
達
し
な
い
場
合

は
当
日
受
け
付
け
も
行
い
ま
す
。

生
命
保
険
契
約
な
ど
に
基
づ
く
年

金
に
係
る
特
別
返
還
金
に
つ
い
て

　
遺
族
の
方
が
年
金
と
し
て
受
給

す
る
生
命
保
険
金
の
う
ち
、
相
続

税
と
所
得
税
で
二
重
課
税
に
な
っ

て
い
た
場
合
、
過
去
５
年
を
超
え

る
年
分
に
つ
い
て
納
め
過
ぎ
と
な

っ
て
い
る
個
人
住
民
税
に
相
当
す

る
額
を
特
別
返
還
金
と
し
て
支
給

し
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
、
申
請

期
限
ま
で
に
特
別
返
還
金
支
給
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
平
成
　
年
～
　
年
に
相
続

１２

１８

な
ど
に
係
る
生
命
保
険
契
約
な

ど
に
基
づ
く
年
金
を
受
給
し
て

い
た
方
で
、
各
年
の
所
得
に
係

る
市
県
民
税
を
納
付
し
た
方

申
請
期
限
　
　
月
　
日
晶

１２

２８

そ
の
他
　
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
先
　
税
務
課
市
民
税

担
当
（
緯
　
・
２
１
２
４
）

６５

広広報報平成２４年１１月１６日号 １１２２

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

危
険
物
の
取
扱
作
業
の
保

安
に
関
す
る
講
習
・
試
験

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
相
談
会

　「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」により、廃棄物の野外

での焼却（野焼き）は原則として禁止されています。

　ごみの焼却は、悪臭やダイオキシン類の発生の原因となるため、

基準に合った焼却炉で燃やす以外は法律で禁止されています。家

庭ごみは家庭で燃やさずに、市のごみ収集へ出してください。

●焼却炉の基準（抜粋）

①空気取り入れ口と煙突の先端以外に焼却設備内と空気とが接す

ることなく、燃焼室で発生するガス（以下、燃焼ガス）の温度

が ８ ０ ０ 度以上の状態で廃棄物を焼却できるもの

②燃焼に必要な量の空気の通風が行われるもの

③燃焼室内で廃棄物が燃焼しているときに燃焼室へ廃棄物を投入

する場合には、外気と遮断された状態で、定量ずつ廃棄物を燃

焼室に投入することができるもの

④燃焼室中の燃焼ガスの温度を測定するための装置が取り付けら

れていること

⑤燃焼ガスの温度を保つために必要な助燃装置が設けられている

こと

●焼却行為によっては罰せられます

　次のような焼却行為は法律に違反するため、罰せられることが

あります。ただし、宗教上の行事を行うために必要な焼却など、

例外として認められる場合もあります。

①地面の上で直接ごみを燃やすこと

②ドラム缶や一斗缶でごみを燃やすこと

③ブロックやコンクリートなどで囲った中でごみを燃やすこと

④ドラム缶に煙突を付けただけのような簡易な焼却炉でごみを

燃やすこと

問合先　環境保全課環境保全担当（緯３４・８１１１／クリーンセンタ

ー内）

野焼きなどの焼却行為野焼きなどの焼却行為はは
法律で禁止されていま法律で禁止されていますす

生
命
保
険
契
約
な
ど
に
基
づ
く
年

金
に
係
る
特
別
返
還
金
に
つ
い
て


